様式9)　事業計画書
■基本情報
	事業名(主)
	

	副題
	


※各30字以内
	資金分配団体名
	北海道NPOファンド

	実行団体名
	

	事業の種類
	草の根活動支援事業



優先的に解決すべき社会の諸課題
	領域
	子ども及び若者の支援に係る活動



	あてはまるものすべてに○
	分野名

	
	日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援

	
	社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援

	
	その他※


※その他を選択した場合その内容を記載してください。
	



	実施時期
	
	直接的対象グループ
	
	最終受益者
	

	対象地域
	
	人数
	
	人数
	

	事業の概要(300字以内)
	



SDGsとの関連
	ゴール(別紙参照元から選んでください)　

	

	

	

	

	





Ⅰ.　団体の社会的役割

	(1)団体の目的(300字以内)

	

	(2)団体の概要・活動・業務(800字以内)

	





Ⅱ.事業の背景と課題
	(1)社会課題(800字以内で、申請事業の実施地域における社会課題を記載してください)

	

	(2）課題に対する行政等による既存の取り組み状況(800字以内)

	

	(3)休眠預金等交付金に係わる資金の活用により本事業を実施する意義(400字以内)

	






	(4)社会課題の原因と解決方法(800字以内で(1)の課題が生じる原因と解決方法を貴会の活動に即して記載してください。

	



Ⅲ. 事業設計：目標設定
(1)中長期アウトカム(300字以内で、本事業終了から5年程度までに実現したい目標を記載してください。(2)短期アウトカムの実現の先にどのような地域社会を目指していますか?)
	


(2)短期アウトカム(事業期間中に起こしたい変化)
	受益者(例、何歳までの子ども)
	短期アウトカム(～について意欲的になるなど受益者の変化を記載)
	指標(※何々ついて何々である人の割合)
	初期値/初期状態(社会課題分析などで設定できる場合は記載)
	中間目標値/目標状態
	事業終了時目標値/目標状態

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※行を追加しても構いません

(3)アウトプット（実施予定の活動の結果がどのようなものかを記載してください。プログラム参加者**人など）　
	アウトプット
	指標
	中間目標値/目標状態
	事業終了時目標値/目標状態

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※行を追加しても構いません


(4)活動(1000字以内で申請事業で予定している活動をアウトプットと対照させて項目立てて記載してください)
	対応するアウトプット
	活動

	
	






(4)-2　事業スケジュール(項目立てた活動ごとにご記載ください)　　

	時期
	主な活動

	0～1年目
	

	2年目
	

	3年目
	





Ⅳ.　評価体制　(現在判明している範囲で構いませんのですべて記載してください)
	項目
	事前評価(初年度)
	中間評価
	事後評価(事業期間終了後提出)

	実施体制
	
	
	

	必要な調査
	
	
	

	外部委託する場合、委託の内容
	
	
	


※提出時期は採択団体にご案内します。



Ⅴ.事業実施体制(進捗管理の体制)
	(1)事業実施体制
	

	(2)コンソーシアム申請有無
	有り　/　無し

	(3)メンバー構成と各メンバーの役割
	

	(4)ガバナンス・コンプライアンス体制
	

	(5)貴会が認識する事業実施におけるリスクとその管理方法(リスクマネジメント)
	







Ⅵ.出口戦略と持続可能性(それぞれ800字以内でご記載ください)

	出口戦略
	

	申請事業の持続可能性
	





Ⅶ.　広報と連携体制(事業の周知や成果の波及のためにどのような広報体制、連携体制を築くかについて貴会の現状と考え方をご記載ください)
(1)
	広報体制と戦略
	

	連携体制と戦略


	


(2)本事業の連携団体のコープさっぽろは全道各地に店舗を持ち、子育てや森作りなどの地域貢献活動を行っています。貴会の活動地域においてコープさっぽろと連携して活動したいことがあれば記載してください(400字以内)。https://www.sapporo.coop/
	





Ⅷ.　関連実績　(1000字以内でご記載ください)

	申請事業に関連する実績と成果

	




